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１．製品及び会社情報 

製品名    ：ネオマ断熱ボード 

SDS整理番号    ：D011-01-02 

供給者の会社名称   ：旭化成建材株式会社 

住所       ：〒101-8101 東京都千代田区神田神保町１丁目105地 

担当部門      ：断熱事業部 断熱技術開発部 

電話番号      ：03-3296-3898 

FAX番号      ：03-3296-3529 

緊急連絡先      ：断熱事業部 断熱技術開発部 

緊急連絡電話番号   ：03-3296-3898 

推奨用途及び使用上の制限 ： 

(推奨用途)   JISA9521建築用断熱材、JISA9511発泡プラスチック保温材 

(使用上の制限)   推奨用途以外の用途へ使用する場合は供給者の判断を仰ぐこと。 

 

２．危険有害性の要約 

  化学品のGHS分類、GHSラベル要素 

  GHS分類 

    健康に対する有害性 

      特定標的臓器毒性（単回ばく露）：区分 3（気道刺激性） 

 

３．組成及び成分情報 

成分 含有率[％] 化学名または一般名 

ネオマフォーム 7.9～11.5 － 

石こうボード 86.7～90.4 － 

接着剤 1.6～1.8 ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ（4.1 ﾌｪﾆﾚﾝ）＝ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ 

0.16～0.17％ 

 

４.応急措置 

吸入した場合       ：速やかに新鮮な空気の場所に移す。異常がある場合・気分が悪い場合

は、医師の診察・手当を受ける。 

皮膚に付着した場合    ：水や石鹸で洗浄する。（石こうボードは皮膚が過敏な人やアレルギー体

質の人はかぶれたりする恐れがある）異常がある場合は医師の診断・

手当てを受ける。 

眼に入った場合      ：直ちに大量の清浄な流水で十分（15 分以上）洗う。コンタクトレンズ
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を着用している場合は、数分間洗った後容易に外せる場合は外し、そ

の後も洗浄を続ける。その後、医師の診断・手当てを受ける。 

飲み込んだ場合      ：水で口の中をよく洗浄し、直ちに医師の診察・手当てを受ける。 

応急措置をする者の保護  ：救済者はゴム手袋、ゴーグル等の適切な保護具を着用する。 

 

５.火災時の措置  

消火剤          ：散水 

使ってはならない消火剤  ：棒状注水は避ける。 

火災時の特有の危険有害性 ：条件によってはアンモニア臭や（人体に有害なレベルの量ではない）、

刺激性、腐食性または毒性のガス（一酸化炭素、二酸化炭素、アンモニ

ア、微量のアセトアルデヒド等）が発生することがある。樹脂発泡体部

分は難燃性だが、粉じんでは火が移り易くなるので、火気の取扱いに

は注意すること。 

特有の消火方法      ：周辺火災の場合、速やかに安全な場所に移動させる。消火作業は風上か

ら行う。火災発生場所の周辺に関係者以外の立ち入りを禁止する。消

火のための放水等により、環境に影響を及ぼす物質が流出しないよう

適切な措置を行う。 

消火を行う者の保護    ：消火作業の際には、適切な保護具（呼吸用保護具・手袋・眼鏡・長靴・

マスク等）を必ず着用する。消火作業は極力離れた風上から行う。 

 

６.漏出時の措置    

人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置 

：樹脂発泡体部分については必要に応じて、呼吸用保護具、手袋、保護衣、

保護眼鏡等を着用すること。屋内や密閉された場所の場合、十分に換気

を行うこと。 

環境に対する注意事項  ：排水溝、河川、下水等環境への排出は避ける。河川等、湖沼 

へ流出した場合は直ちに監督官庁に連絡をとること。 

封じ込め及び浄化の方法及び機材 

    ：粉じんや端材等は掃除機で吸引するか濡れたモップ等でふ 

き取る。回収物や処理物は、「１３．廃棄上の注意」を参考 

に処理する。 

 

７.取扱い及び保管上の注意 

取扱い 
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技術的対策    ：必要に応じて、呼吸用保護具、手袋、保護衣、保護眼鏡等を 

着用すること。換気の良い場所で行う。特に、狭い場所で多 

量の切断作業を行う場合は、十分な外気の導入を行い、粉じ 

ん量を低下させること。水や湿気に触れ易い部位への施工 

は避けてください。 

安全取扱注意事項   ：容積を減らすための圧縮等の減容処理は、可燃性ガスの発生火災、爆発の

おそれがあるため、行わないこと。 局部荷重や衝撃により割れることが

ある。 屋根の施工等の高所作業時には、関連法規に従い、必ず安全を確

保した上で実施する。 強風下での施工は風にあおられやすいので行わな

い。 粉じんが床面に散乱するとすべる危険性があるため、こまめに処理

する。 

接触回避    ：「10.安定性及び反応性」を参照 

衛生対策    ：取扱い後は、手洗い、洗顔、うがい等を行う。 

保管            

安全な保管条件 ：直射日光の当たる場所や水分と接する場所は避け、換気の良              

い場所で保管する。 養生シート等で覆い、ロープ掛け等の飛散防止処置を

行う。 酸化剤、着火源の近くに保管しない。 保管場所の床は、水の浸入ま

たは浸透がない構造とする。在庫の際、積層段数が多いと荷崩れの危険があ

る。 

安全な容器包装材料  ：必要に応じて、水濡れを防止するよう適切に包装材料等を使               

用する。 

 

８.暴露防止及び保護措置 

管理濃度や許容濃度は製品の各成分によって異なるため、成分ごとに記載する。 

 管理濃度 

  ・ネオマフォーム    ：設定されていない。  

  ・石膏ボード   ：設定されていない。 

  ・接着剤・主剤   ：設定されていない。 

  ・接着剤・硬化剤   ：設定されていない。 

 許容濃度 

  ・ネオマフォーム   ：製品に含まれる主要な成分としては、下表のとおり。 
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「第2種粉じん」として 「一般粉じん（PNOS＊）」として

シクロペンタン

日本産業衛生学会

（2020年度版）

ACGH

（2019年度版）

ブタン（全異性体）として

500 ppm、1,200 mg/m3

ブタン（全異性体）として

STEL 1000 ppm

吸引性粒子 10 mg/m3

吸入性粒子 3 mg/m3・吸入性粉じん 1 mg/m3

・総粉じん 4 mg/m3

ポリエチレンテ

レフタレート

(PET)

未設定 TWA 600 ppm

・総粉じん 8 mg/m3 吸引性粒子 10 mg/m3

吸入性粒子 3 mg/m3・吸入性粉じん 2 mg/m3

「第3種粉じん」として 「一般粉じん（PNOS＊）」として

フェノール樹脂

イソブタン

＊ ：

Particles (insoluble or poorly soluble) Not Otherwise Specified (PNOS) 

・石こうボード 

第 2種粉塵     ：吸入性粉塵 １ｍｇ/ｍ³ 

             総粉塵   ４ｍｇ/ｍ³ 

             日本産業衛生学会（2015年度版） 

・接着剤・硬化剤 

：日本産業衛生学会（2005） 

4，4 ‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 0.05mg/m³ 

ＡＣＧＩＨ（2005）4,4’－ジフェニルメタンジイソシアネート TLV-TWA 0.005ppm 

4,4’-MDI ：日本産業衛生学会（2016 年度） 0.05mg／m3 

ACGIH（2013 年度版） TLV-TWA：0.005ppm 

  

設備対策 

：切断器具に集塵装置を設けること。狭所で多量の切断を行う場合には、

全体換気等で十分な換気を確保すること。また必要に応じ局所排気装置

を設置する。なお、切断等の作業においては管理濃度・許容濃度以下に

保つことに留意する。 

 保護具 

  呼吸器の保護具   ：切断等で粉じんが発生する場合、防じんマスクを着用すること。 

  手の保護具       ：保護手袋を着用する。 

               ※巻込まれのおそれがある場合を除く 

  眼の保護具       ：保護眼鏡を着用する。 

  皮膚及び身体の保護具  ：長袖作業着および長ズボンを着用する。 
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９.物理的及び化学的性質 

物理的及び化学的性質は製品としてのデータがなく、また含有する成分により異なるため以下に成分

ごとに情報を記載する。 

・ネオマフォーム 

物理的状態       ：表面に不織布を有する多孔質板状固体。 

色           ：紅梅色 

臭い          ：無臭。 

融点・凝固点      ：情報なし。 

沸点又は初留点及び沸騰範囲  

：情報なし。 

可燃性         ：着火するが、自己消火性を有する。 

燃焼又は爆発範囲の上限・下限 

     ：情報なし。 

引火点                 ：製品としては情報なし。樹脂発泡体を粉砕した状態で  

259 ℃。 

自然発火温度   ：製品としては情報なし。樹脂発泡体を粉砕した状態で  

514 ℃。 

分解温度     ：情報なし 

pH       ：粉じんを水に分散させると弱酸性を示す。 

動粘性率      ：情報なし。 

溶解度     ：（樹脂発泡体）水に不溶。 

    ガソリン、ベンゼン等に不溶。濃硫酸、濃硝酸に溶解。 

      （面材）水に不溶。 

          一般溶剤（アルコール、エーテル、ベンゼン、アセトン、  

                              ガソリン、パークレン等）に不溶。 

n-オクタノール／水分配係数（Log値） 

       ：情報なし。 

蒸気圧       ：情報なし。 

比重（相対密度）     ：26～50 kg/m3（面材を除いた樹脂発泡体のかさ密度） 

相対蒸気密度      ：情報なし。 

粒子特性       ：情報なし。 

・石こうボード 

形状    ：板状 

臭い    ：なし 
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沸点、融点    ：不明 

分解温度    ：不明 

溶解度    ：不明 

比重    ：0.65～0.70（目安） 

・接着剤① 

※主剤・硬化剤を混合して接着剤①を構成する。  

物理的状態       ：固体 

硬化前の状態でのデータしか保有していないため、以下データなし 

・接着剤② 

物理的状態       ：固体 

硬化前の状態でのデータしか保有していないため、以下データなし 

 

１０.安定性及び反応性 

安定性及び反応性は製品としてのデータがなく、また含有する成分により異なるため以下に成分ごと

に情報を記載する。 

・ネオマフォーム 

反応性                 ：情報なし 

化学的安定性           ：紫外線により変色する。（但し、通常の取り扱い条件にお 

             いては変色による物性変化は軽微） 

上記以外の安定性に関わる情報はなし。 

危険有害反応可能性     ：情報なし。 

避けるべき条件         ：火気 

常時の暴露は避ける条件 ：直射日光、高温、水分 

混触危険物質           ：酸化剤、強酸化剤、強酸、強塩基、アセチレン、ハロゲ 

ン、窒素酸化物。 

危険有害な分解生成物    ：燃焼時の条件によっては 

①有害ガス（一酸化炭素、二酸化炭素、微量のアセトアル 

デヒド等）が発生することがある。 

②アンモニア臭が発生する（一般に人体に有害なレベル 

の量ではない） 

・石こうボード 

   可燃性       ：不燃物質 

   発火性＜自然発火性・水との反応性 

：なし 

   酸化性       ：なし 
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   自己反応性・爆発性     ：なし 

   粉塵爆発性      ：なし 

   安定性・反応性      ：安定 

・接着剤①・主剤 

安定性      : 通常の取り扱い条件においては安定。 

危険有害反応可能性     : 情報は得られていない。 

避けるべき条件     : 情報は得られていない。 

混触危険物質     : 情報は得られていない。 

危険有害な分解生成物   :   情報は得られていない。 

・接着剤①・硬化剤 

安定性                :通常の取り扱い条件においては安定。 

危険有害反応可能性    :情報なし 

避けるべき条件        :情報なし 

触危険物質            :情報なし 

     危険有害な分解生成物   : 燃焼により、一酸化炭素、二酸化炭素、窒素酸化物、 

                       シアン化水素などを発生する。 

・接着剤② 

安定性     ：常温で安定 

反応性    :情報なし 

避けるべき条件       ：情報なし 

混触危険物質          :情報なし  

危険有害な分解生成物（一酸化炭素、二酸化炭素、水以外） 

    ：窒素化合物 

 

１１.有毒性情報 

製品としての有害性データがなく、また含有する成分により異なるため以下に成分ごとに情報を記載

する。 

・ネオマフォーム 

ネオマフォームとしては、健康有害性情報は無い。 

なお、各成分の有害性情報と混合物としての GHS分類結果を記載する。製品に含まれる  

成分の健康有害性情報（危険有害物質を対象）は下記の通り。 

急性毒性               ：データなし 

皮膚腐食性／皮膚刺激性 ：データなし 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 

：『ウサギを用いた眼刺激性試験（OECD TG 405 相当）の報 
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告が２件ある。一方の試験では、適用後に線上をおこな 

った試験で、適用１時間後に結膜の赤色化がみられた 

（6/6匹）が適用 72時間後に回復した（SIDS (2010)）。 

もう一方の試験（非洗浄）では、結膜の赤色化がみられ 

（6/6匹）、虹彩炎及び結膜浮種（1/6匹）がみられたが、 

適用 4日後に回復した（SIDS (2010)）。』この結果から区 

分 2Bと判断されたシクロペンタンを含むが、製品として 

は区分に該当しない。 

呼吸器感作性又は皮膚感作性  

：『有効成分で、ヒトによってかぶれを生じる可能性がある。 

LLNA(GLP)：陰性、Maximization test(Non GLP)：陽性（モ 

ルモット）、Non-RI-Local Lymph Node Assay(GLP)：陰性 

（マウス）』以上より、区分 1と判断された樹脂発泡体添 

加物、および面材添加物を含むが、製品としては区分に該 

当しない。なお、製品として、以下のデータがある。 

『ネオマフォームを被験物質とし、OECD GLP に準拠して 

OECDテストガイドライン 442B（Skin Sensitization： 

Local Lymph NodeAssay：BrdU-ELISA）に従った実験を行 

い、被験物質の感作性の有無を判定した。動物は 9週齢 

（感作開始時）の雄の CBA/Jマウスを用い、DMSOに懸濁 

させた被験物質を、調整可能な最大量の 25.0w/v%を最高 

に、以下 10.0及び 5.00w/v%の濃度で感作した。陽性対照 

には DMSOに溶解させたα-hexylcinnamaldehyde（HCA） 

を、25.0w/v%の濃度で感作した。その結果、ネオマフォー 

ムの 5.00、10.0及び 25.0%の用量では、体重及び一般状 

態に異常は発現せず、Stimulation Index（SI）はいずれ 

も 1.6未満であったため、いずれの用量においても感作 

性は陰性と判断した。一方、陽性対照群の SI は 1.6以上 

となり、明らかな感作性を示し、試験の成立条件を満たし 

た。 

以上の結果から、本試験条件下でネオマフォームは感作 

性を示さないものと考える』 

生殖細胞変異原性 ：データなし 

発がん性 ：データなし 

生殖毒性 ：データなし 
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特定標的臓器毒性（単回ばく露） 

：『眼気又はめまいのおそれ』があるとして区分 3に判断さ 

れたイソブタン、『気道刺激性がある（SIDS(2010)）。実験 

動物では、上気道刺激性及び麻酔作用が見られる。また、 

中枢神経系抑制作用もみられ、吸入あるいは経皮ばく露 

により、興奮、均衡喪失、昏迷、昏睡、まれに呼吸不全を 

生じる。経口摂取では、胃腸管の刺激、悪心、嘔吐が主な 

症状である。吸入では、110mg/lで中枢神経系抑制作用、 

反射喪失、致死性が報告されている（ACGIH(7th,2001)、 

HSDB(Access on June2014)、PATTY(6th,2012)、 

SIDS(2010)）。また、マウスの経口投与では、軽度‐中等 

度呼吸有害性（respiration hazard）との記載 

（PARTY(6th,2012)）がある。実験動物への中枢神経抑制 

作用は、区分 2を超える範囲でみられた。 

以上より、「区分 3（気道刺激性、麻酔作用）」とした』シ 

クロペンタンを含むが、製品としては区分に該当しない。 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 

：データなし 

誤えん有害性          ：『炭化水素であり、動粘性率が 0.59mm2/sec、(20℃、CERI 

計算値)であるため、「区分１」とした』シクロペンタンを 

含むが、製品としては区分に該当しない。 

・石こうボード 

急性毒性      ：分類できない 

皮膚腐食性・刺激性     ：分類できない 

眼に対する重篤な損傷・刺激性 

：分類できない 

呼吸器感作性又は皮膚感作性   

：分類できない 

生殖細胞変異原性     ：分類できない 

発がん性      ：分類できない 

生殖毒性      ：分類できない 

特定標的臓器・全身毒性  ：分類できない 

特定標的臓器・全身毒性  ：分類できない 

吸引性呼吸器有害性     ：分類できない 

・接着剤①・主剤 
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呼吸器感作性又は皮膚感作性 :蒸気を吸引した時、頭痛を起こす場合がある。 

皮膚に付着したままにすると、炎症を起こす場合がある。 

・接着剤①・硬化剤  

急性毒性                   :経口ラットＬＤ５０ ４９０００ｍｇ／ｋｇ １）  

経皮ウサギＬＤ５０ ＞９４００ｍｇ／ｋｇ １） 

吸入（ミスト） ラットＬＣ５０ ４９０ｍｇ／ｍ３／４ｈｒ １）4,4

‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

経口ラットＬＤ５０ ３１６００ｍｇ／ｋｇ ２） 

吸入（ミスト） ラットＬＣ５０ ０．３９６ｍｇ／Ｌ／４ｈｒ ２） 

皮膚腐食性・刺激性         :4,4‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

ウサギを用いた皮膚刺激試験で、軽度の皮膚刺激性が認められた。3） 

ウサギＤｒａｉｚｅ Ｔｅｓｔ 軽度の刺激性 

眼に対する重篤な損傷・刺激性:動物を用いた眼刺激性試験で、中度～軽度の眼刺激が認められた。

ウサギ１００ｍｇ ¹） 中度～軽度の刺激性 

呼吸器感作性又は皮膚感作性 :4,4‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

呼吸器感作性：日本産業衛生学会で気道：第 1群、DFG で Sah に分類

され ており、日本職業・アレルギー学会で気道感作性物質としてリ

ストアップされている。³） 

皮膚感作性                 ： マウスＳＤ５０ ０．７３ｍｇ／ｋｇ ⁴） 

生殖細胞変異原性           :4,4‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

                    厚生労働省基発では変異原性が認められる既存化学 

物質としている。⁵） 

 In vitro：Ames Test で S-9mix を添加した場合ネズミ  

チフス菌に変異原性を示 した。⁶） 

                      In vivo：体細胞ｉｎ ｖｉｖｏ 変異原性試験（ヒトリ 

ンパ球を用いる染色体異  

   常試験およびマウス赤血球を用いる小核試験）で陰性を示した。²⁾、³） 

発がん性               :EPAで CBD、MAK で３B に分類されている。７） 

                     4,4‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

                            IARCでグループ 3、EPA で CBD、MAK で 3B に分類されて 

いる。³⁾、⁷） 

生殖毒性                :4,4‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

              ラットを用いた妊娠中吸入暴露試験において、 

親動物に一般毒性が認められる用量でも明確な生殖毒性は認められなか

った。³） 
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特定標的臓器・全身毒性－単回暴露 

                        :4,4‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

                     ヒトに対して気道刺激性があるとの報告がある。3） 

特定標的臓器・全身毒性－反復暴露 

                    :4,4‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

                  ラットを用いた吸入暴露試験において巣状、多巣状の肺胞  

           及び細気管支肺胞増殖や肺の間質性繊維化といった呼吸器 

への影響が区分 1 のガイダンス値範囲の濃度で認められた 

との記述があり、ヒト職業ばく露例において呼吸機能の低下 

や肺疾患の発生増加が認められるとの記述がある。³） 

吸引性呼吸器有害性    :情報は得られていない。 

 

・接着剤② 

急性毒性 

経口 経皮 吸入（ガス） 吸入（蒸気） 吸入（ミスト）

メチレンビス（4.1－フェニレン）

＝ジイソシアネート

区分外

＞31600 mg/kg
分類できない 分類対象外 分類できない

区分2

0.369mg/L

区分4 区分3 分類対象外 区分2 分類できない

1453 mg/kg 790 mg/kg 247 ppm
添加剤A

 

急性毒性（経口）        :別表に示す含有成分のATEから混合物としてのATEを 

計算し、急性毒性（経口）を区分外に分類した。 

急性毒性（経皮）     :別表に示す含有成分が１％未満のため分類できないと 

した。 

急性毒性（吸入：ガス）  :別表に示す含有成分の区分がいずれも液体であり、 

気体ではないことから、混合物としても分類対象外と 

した。 

急性毒性（吸入：蒸気） :別表に示す含有成分が1%未満のため分類できないとした。 

急性毒性（吸入：粉塵、ミスト）   

:別表に示す含有成分のATEから混合物としてのATEを計算し、急性毒性

（吸入（ﾐｽﾄ））を区分2に分類した。 

皮膚腐食性および皮膚刺激性 

            :以下の各成分の含有量から区分2に分類した。 

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート区分2 

添加剤A 区分1A-1C 
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眼に対する重篤な損傷又は眼刺激性 

: 以下の各成分の含有量から区分2Aに分類した。 

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート区分2A-2B 

添加剤A 区分1 

呼吸器感作性          :以下の各成分の含有量から分区分1に分類した。 

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート区分1 

皮膚感作性             :以下の各成分の含有量から分区分1に分類した。 

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート区分1 

生殖細胞変異原性     :以下の各成分の含有量から分区分外に分類した。 

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート区分外 

発がん性      :以下の各成分の含有量から分区分外に分類した。 

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート区分外 

添加剤A 区分外 

生殖毒性      :以下の各成分の含有量から区分外に分類した。 

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート区分外 

特定標的臓器毒性、単回ばく露   

:以下の各成分の含有量から区分外に分類した。 

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート区分3（気道刺激

性） 

添加剤A 区分2（呼吸器系） 

特定標的臓器毒性、反復ばく露   

       :以下の各成分の含有量から区分2に分類した。 

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート区分1（呼吸器） 

添加剤A 区分1（呼吸器系） 

吸引性呼吸器有害性     : データなし。 

 

１２.環境影響情報 

製品としての環境影響に対するデータがなく、また成分により異なるため以下に成分ごとに情報を記

載する。 

・ネオマフォーム 

生態毒性  水生環境有害性（急性） 

:区分３であるシクロペンタンと面材添加物を含むが       

                    製品としては区分に該当しない。 

      水性環境有害性（慢性） 

:区分３であるシクロペンタンと面材添加物を含むが      
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                           製品としては区分に該当しない。  

残留性・分解性           ：データなし。  

生体蓄積性             ：データなし。  

土壌中の移動性           ：データなし。  

オゾン層への有害性       ：モントリオール議定書の付属書に含まれる成分は 

含有しない。 

・石こうボード 

分解性        ：知見なし 

  蓄積性        ：知見なし 

  生態毒性        ：知見なし 

・接着剤①・主剤 

土壌中の移動性         :物理化学的性質から見て大気、水域（水質、底質）、土壌環境に移動しう

る。 

他の有害情報           :河川等に流出した場合はエマルジョン中の樹脂の粘着による呼吸困難の

ため、魚類が死亡する場合がある。 

・接着剤①・硬化剤  

漏洩、廃棄の際には、環境に与える影響を考慮して取り扱う。 

(イソシアネートの水中での反応生成物としては、イソシアネート基がアミノ基に変換されたアミノ

化合物と低分子量の尿素化合物（オリゴウレア）が考えられる。) 

生態毒性 

魚類                 :ヒメダカＴＬｍ ＞３０００ｐｐｍ／４８、７２、９６Ｈ ⁸） 

４，４‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

                    ヒメダカＬＣ５０ ＞０．５ｍｇ／Ｌ／９６Ｈ ⁹） 

微生物類               :バクテリアＥＣ５０ ＞１００ｍｇ／Ｌ（ＯＥＣＤ Ｎｏ．２０９） ¹

⁰） 

                     大腸菌ＥＣ５０ ＞１００ｍｇ／Ｌ １０） 

                     ４，４‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

                     バクテリアＥＣ５０ ＞１００ｍｇ／Ｌ 

（ＯＥＣＤ Ｎｏ．２０９） ¹⁰） 

甲殻類                 :ミジンコＥＣ５０ ＞１０００ｐｐｍ／Ｌ／２４Ｈ 

（ＯＥＣＤ Ｎｏ．２０２） ¹⁰） 

ミジンコＮＯＥＬ ＞１０ｍｇ／Ｌ／２１Ｄ 

（ＯＥＣＤ Ｎｏ．２０２） ¹⁰） 

４，４‘－ジフェニルメタンジイソシアネート 

ミジンコＥＣ５０ ≧５００ｍｇ／Ｌ／２４Ｈ ¹¹） 
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藻類                   :情報は得られていない。 

残留性・分解性         :情報は得られていない。 

生態蓄積性             :情報は得られていない。 

・接着剤② 

生態毒性 

水生環境急性有害性    :以下の各成分の含有量から区分外に分類した。 

添加剤A 区分1 

水生環境慢性有害性    :以下の各成分の含有量から区分外に分類した。 

添加剤A 区分外 

残留性・蓄積性      :データなし。 

生態蓄積性       :データなし。 

土壌中の有害性      :データなし。 

オゾン層への有害性      :データなし。 

 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物        ：法令に則り適切に処理する。都道府県知事などの許可を受 

けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方公共団体がその 

処理を行っている場合にはそこに委託して処理する。そ 

の場合、処理業者等に危険性、有害性を充分告知する。樹 

脂発泡体部分は可燃性ガスを含む。容積を減らすための 

圧縮等の減容処理は、火災、爆発のおそれがあるため、行 

わないこと。 石こうボードは管理型産業廃棄物に該当す 

るため、これを含む混合廃棄物は管理型産業廃物として 

適切に処理する。 

汚染容器及び包装   ：包装材料（樹脂フィルム等）を使用している場合には、都 

道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託 

すること。 

 

１４.輸送上の注意    

国際規制 

国連番号     ：非危険物 

品名         ：非危険物 

国連分類       ：非危険物 

容器等級       ：非危険物 

海洋汚染物質    ：非危険物 
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国内規制    

海上規制情報     ：船舶安全法・港則法等に定めるところに従うこと。 

航空規制情報     ：航空法等に定めるところに従うこと。 

陸上規制情報     ：道路法、道路交通法、消防法、労働安全衛生法に従うこと。 

輸送又は輸送手段に関する特別の安全対策 

：転倒、落下、破損がないように積込、荷崩れ防止を確実に 

行う。荷役､輸送作業等で梱包体の上には乗らない。損傷 

防止のため、鋭角な器物との衝突や角当てを避ける。直射 

日光を避ける。水濡れ厳禁。 

緊急時応急措置指針番号：非危険物 

 

１５.適用法令 

・特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促進に関する法律（化管法） 

        ：通知対象物質は含有しない 

・労働安全衛生法         ：ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ（4.1 ﾌｪﾆﾚﾝ）＝ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ 

・毒物及び劇物取締法（毒劇法） 

：通知対象物質は含有しない 

・高圧ガス保安法         ：通知対象物質は含有しない 

・消防法                 ：通知対象物質は含有しない 

・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 

                         ：通知対象物質は含有しない 

・船舶安全法             ：通知対象物質は含有しない 

・航空法                 ：通知対象物質は含有しない 

・海洋汚染防止法         ：通知対象物質は含有しない 

・建築基準法  ：ホルムアルデヒド放散が「Ｆ☆☆☆☆規格」に適合 

し、建築基準法施行令で定める第一種、第二種及び第 

三種ホルムアルデヒド発散建築材料のいずれにも該当 

しない。 

 

１６.その他の情報 

・本安全データシート（SDS）は、現時点で入手できる最新の資料、データに基づいて作成してお

り、新しい知見により改訂されることがあります。また、SDS中の注意事項は通常の取扱いを対象

にしたものです。製品使用者が特殊な取扱いをする場合は、用途・使用法に適した安全対策を実施

の上、製品を使用して下さい。また、当社は、SDS記載内容について十分注意を払っていますが、

その内容を保証するものではありません。  
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・本安全データシート（SDS）は、日本国内法令に基づいて作成したものです。貴社 

が、弊社当該製品をそのまま、あるいは弊社当該製品を配合して、国外に輸出する際 

には、当該国の法令に対する適否の確認が必要になる場合がありますので、貴社にて 

確認願います。  

・使用上、不適切な事例等は弊社カタログ等に記載しておりますので、併せてご確認下 

さい。  

改訂箇所 

No 改訂内容 

１ 労働安全衛生法改正に伴い、以下の項目の記載内容が変更となった。 

１．製品及び会社情報 

 


